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2020/1/24 0:35 ⽇本経済新聞 電⼦版

連携不⾜や危機感⽋如指摘 ⼥児虐待死、野⽥市検証

千葉県野⽥市⽴⼩4年の栗原⼼愛さん（当時10）が昨年1⽉に虐待死した事件で、
同市は23⽇、専門家による検証報告書を公表した。報告書は、2017年11⽉に⼀時
保護されてから、少なくとも13回、⾏政機関が命を救うために介⼊すべきタイミン
グがあったが、連携不⾜や危機感の⽋如から適切な対応ができていなかったと指摘
した。⼼愛さんが死亡してから、24⽇で1年となった。

13回のタイミングとして、⼀時保護解除の決定や、⽗の勇⼀郎被告（42）=傷害致
死罪などで起訴=が⼼愛さんが暴⼒を訴えたアンケートの存在を知っていると気付
いた時点、亡くなる直前の冬休み明けの⽋席などを列挙し、児童相談所や野⽥市な
どの対応の不備を指摘した。

例えば、⼼愛さんが受けた虐待の中には、勇⼀郎被告に⼝や⿐をふさがれ「なかな
か息が⽌まらないな」と床に押しつけられるという重篤なものもあったが、児相は
この⾏為を把握しながら⼀時保護を解除しており「危険度の評価が⽢かった」とし
た。

勇⼀郎被告にアンケートを渡した対応では、市教委と学校の連携がなく、児相など
への報告も怠るなど「⼦どもより⾃分や組織を優先させたと⾔われても仕⽅がな
い。教育者としてあるまじき対応だった」と批判した。

冬休み明けの⽋席については、学校や市が「不⾃然さに気づき、滞在先とされた沖
縄に連絡すべきだった」とした。

報告書は23⽇、市が設置した幹部や有識者らによる合同委員会に提出された。報告
書を作成した⽇本⼤危機管理学部准教授の鈴⽊秀洋委員は、「⾃分が担当者だった
らどのように救えたのか、羅針盤のように使えるように具体的なアドバイスを書い
た」と話した。
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　千葉県野田市の⼩学４年栗原⼼愛さん＝当時（１０）＝が虐待死した事件から２４⽇で
１年となるのを前に、市などの対応を検証する再発防⽌委員会が２３⽇開かれ、「⼼愛ち
ゃんの命を奪ったのは、公的機関に所属する大⼈への不信感だったと言っても過言ではな
い」とする検証報告書を公表した。
　報告書は、委員３⼈が市職員らに実施した個別ヒアリングや、県による児童相談所職員
へのヒアリング記録を参考に作成。⼼愛さんを救うことができた可能性として、「そもそ
も⼀時保護を安易に解除すべきではなかった」など１３点を挙げた。
　⼼愛さんは２０１７年１１月、⼩学校のいじめに関するアンケートに「お⽗さんにぼう
⼒を受けています」と回答したが、１８年１月に市教委が⽗親にアンケートのコピーを渡
したことについては、「子どもへの裏切りだ」と⾮難。「学校は当事者意識を持つ必要が
あった」などと指摘した。
　県や児相など関係機関の問題点も指摘。「⼼愛さんの⼀時保護を解除した時の児相の決
定と児童福祉司の⽅針に食い違いがあり、決定の根拠などを明確に記録すべきだ」などと
した。
　会合後、⽇本大学准教授の鈴木秀洋委員は記者会⾒で、「⽗親や⼼愛ちゃんの気持ちを
理解しようとしながら、⼆度と事件を起こさないために何ができるか全⼒で考えた」と述
べた。 
【社会記事⼀覧へ】 【時事ドットコムトップへ】

⼩ 中 大

「公的機関への不信感」背景に　⼼愛さん死亡１年で報告書―千
葉

2020年01月23⽇21時57分
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千葉県野田市の再発防⽌合同委員会に出席
する委員ら＝野田市役所で23日、橋⼝正撮
影

　千葉県野⽥市で⼩学4年の栗原⼼愛（みあ）
さん（当時10歳）が親から虐待され死亡した
事件は24⽇、発⽣から1年を迎える。23⽇の
同市の再発防⽌合同委員会に提出された専⾨
家による検証報告書からは、市も県柏児童相
談所も求められる役割を⼗分に認識せず、情
報共有や積極的な調査も⾏わなかった状況が
浮かんだ。【町野幸、橋⼝正】 

　⼥児は、学校のいじめ調査アンケートに
「お⽗さんにぼう⼒を受けています」と記⼊したことをきっかけに2… 
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【千葉】

野田・小４女児虐待死、児相対応を問題視　第三者委員ら報告書に記述

2020年1月24日

合同委の会合に臨む第三者委員ら＝野田市役所で

　野田市の小学４年栗原心愛（みあ）さん＝当時（１０）＝が死亡した虐待事件を検証する市の「児童虐待事件再発

防止合同委員会」の第三者検証委員が２３日にまとめた報告書は、市教育委員会や県柏児童相談所の対応を批

判。「命を奪ったのは、公的機関に所属する大人への不信感だった」と指摘した。　（山口登史、林容史）

　報告書では、柏児相の対応を問題視する記述が多く見られた。二〇一七年十二月に柏児相が心愛さんの一時保

護を解除した後の方針について「児相の決定と担当児童福祉司の方針にそごがあった」と市に正確に伝わってい

なかったとした。

　一八年四月に児童福祉司が交代した際、父親の勇一郎被告（４２）＝傷害致死罪などで起訴＝に、心愛さんが元

気でいることが一定期間確認できれば、児相として関与を終えるとの内容の手紙を送ったが「市に伝えられていな

い」。県が、児童福祉司が児相の決定を経ずに出した手紙だったと説明したことに、「そのようなことが許されること

自体、大きな問題」と批判した。

　心愛さんが「お父さんにぼう力を受けています」などと書いたアンケートのコピーを、市教委が父親の求めに応じ

て渡した点などについても「（市教委内で）対応をどうしていくのか、主体的意識を持って対応する者が誰もいなかっ

た」など厳しい言葉が並んだ。

　報告書は、心愛さんが勇気を出してアンケートを書き、助けてもらえると期待したにもかかわらず、適切な対応が

なされなかったことに「父から守ってくれる大人が見つからなかった悲劇だ」と意見した。

　委員会後、検証委員を務めた鈴木秀洋・日本大学准教授は会見で「命を守るため、具体的な指針を示した」と話

した。

東京新聞の購読はこちら 【１週間ためしよみ】 【電子版】 【電子版学割】

関連記事ピックアップ
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 栗原⼼愛さんの虐待死事件
を巡り開かれた合同委員会を
終え、記者会⾒する鈴⽊秀洋
委員＝２３⽇午後、千葉県野
⽥市役所

 千葉県野⽥市⽴⼩４年の栗原
⼼愛さん＝当時（１０）＝が昨
年１⽉に虐待死した事件で、同
市は２３⽇、専⾨家による検証
報告書を公表した。報告書は、
２０１７年１１⽉に⼀時保護さ
れてから、少なくとも１３回、
⾏政機関が命を救うために介⼊
すべきタイミングがあったが、
連携不⾜や危機感の⽋如から適
切な対応ができていなかったと
指摘した。⼼愛さんが死亡して
から、２４⽇で１年。

 １３のポイントとして、⼀時
保護解除の決定や、⽗勇⼀郎被

告（４２）＝傷害致死罪などで起訴＝が⼼愛さんが暴⼒を訴

野⽥市、⼥児虐待死で検証報告
書
連携不⾜、介⼊できず

2020年1⽉23⽇ 午後10時01分
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えたアンケートの存在を知っていると気付いた時点などを列
挙し、児童相談所など対応の不備を指摘した。




